
　

二
〇
一
九
年
九
月
八
日
（
日
）
の
第
十
五

号
台
風
で
館
山
寮
の
男
子
棟
が
全
壊
致
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
約
二
年
半
が
経
ち
、
よ
う

や
く
現
地
に
て
工
事
前
の
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、

臨
海
教
室
も
今
年
度
は
実
施
で
き
る
望
み
が

出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
改
め
て
寮
の
損
壊
か
ら
、
再
建
計

画
の
策
定
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
ま

と
め
て
皆
様
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
以
下
で
は
人
名
敬
称
を
省
略
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
西
暦
は
下
二
桁
を
表
示
。

　

母
校
の
臨
海
教

室
や
同
窓
生
の
宿

泊
な
ど
の
用
に
供

し
て
お
り
ま
す
館

山
寮
（
旧　

塩
見

寮
）
は
台
風
十
五

号
の
強
風
に
よ
り

男
子
棟
の
屋
根
が

吹
き
飛
ば
さ
れ
全

壊
と
認
定
さ
れ
る

甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し

た
。

　

幸
い
に
も

館
山
寮
の
損

壊
に
よ
る
近

隣
住
宅
等
へ

の
二
次
被
害

は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

瓦
礫
な
ど
で

近
隣
に
迷
惑

を
掛
け
な
い

よ
う
に
、
朝

陽
水
泳
会
の

メ
ン
バ
ー
を

中
心
に
現
地

の
後
片
付
け

を
行
い
ま
し

た
。

　

損
壊
報
告
を
受
け
、
翌
月
一
九
年
十
月
に

は
朝
陽
会
の
第
三
回
理
事
会
（
以
下
理
３
の

よ
う
に
表
記
）
で
以
下
の
決
議
が
成
さ
れ
ま

し
た
。

＊
＊
＊

•

館
山
寮
の
臨
海
教
室
開
催
は
、
お
よ
そ
百

年
の
伝
統
を
有
す
る
意
義
あ
る
大
き
な
教
育

行
事
で
あ
り
、
学
校
も
生
徒
も
そ
の
意
義
は

大
い
に
認
識
し
て
い
る
。

•

従
っ
て
母
校
・
保
護
者
・
朝
陽
同
窓
会
が

共
に
手
を
携
え
、
来
年
の
臨
海
教
室
が
無
事

開
催
で
き
る
よ
う
館
山
寮
男
子
棟
を
修
復
し

た
い
。
但
し
朝
陽
会
は
資
金
余
裕
無
く
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
朝
陽
同
窓
会
に
寄
付
を
要
請
す
る
こ

と
と
す
る
。

•

ま
た
理
事
会
内
に
修
復
実
行
委
員
会
を
編

成
し
、
被
害
状
況
の
確
認
、
修
復
計
画
の
立

案
、
保
険
会
社
と
の
交
渉
、
工
務
店
の
選
定

等
に
つ
い
て
事
務
局
を
支
援
す
る
。

＊
＊
＊

　

館
山
寮
の
再
建
は
財
団
法
人
朝
陽
会
（
以

下
朝
陽
会
）
事
項
で
あ
り
朝
陽
会
に
任
せ
て

お
く
べ
き
等
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
同

窓
会
は
十
月
十
六
日
に
第
六
十
回
代
表
幹
事

会
（
以
下
代
�
の
よ
う
に
表
記
）
を
開
催
し
、
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館
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告

台
風
被
害
の
状
況
と
瓦
礫
撤
去

館
山
寮
再
建
の
決
定
と
再
建
委
員
会



ら
二
〇
年
夏
前
ま
で
の
男
子
棟
の
再
建
は
断

念
し
、
二
一
年
夏
前
ま
で
の
完
成
を
目
指
す

こ
と
と
し
て
、
以
下
の
第
一
期
工
事
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。な
お
、再
建
委
員
会
委
員
長

寺
澤
忠
興
は
、
鈴
木
仁
志
に
交
代
し
ま
し
た
。

＊
＊
＊

 

第
一
期
工
事
計
画 

　

男
子
棟
再
建
が
間
に
合
わ
ず
と
も
ホ
テ
ル

宿
泊
な
ど
で
の
臨
海
教
室
開
催
に
備
え
て
二

〇
年
夏
前
ま
で
に
男
子
用
風
呂
と
便
所
の
改

修
を
実
施
す
る
。
改
修
の
た
め
の
設
計
監
理

は
再
建
委
員
会
の
原
田
将
史
に
委
嘱
。

具
体
的
工
事
内
容
は

•

男
子
棟
の
解
体
・
撤
去

•

男
子
用
風
呂
・
ト
イ
レ
の
改
修

•

漏
水
し
修
理
不
能
の
受
水
槽
の
取
替

＊
＊
＊

　

二
〇
年
一
月
に
、
館
山
寮
建
物
の
保
険
金

（
八
、六
五
九
万
円
）
を
損
害
保
険
会
社
か
ら

受
領
し
ま
し
た
。
建
物
が
全
壊
と
認
定
さ
れ

ま
と
ま
っ
た
額
の
保
険
金
を
受
け
取
れ
ま
し

た
。
長
い
間
保
険
料
を
支
払
続
け
て
頂
い
た

先
輩
方
に
感
謝
で
す
。

　

二
〇
年
三
月
に
は
、
再
建
委
員
会
は
第
一

期
工
事
を
依
頼
す
る
候
補
と
な
る
建
設
会
社

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　

龍
岡
直
道
㉔ 

朝
陽
同
窓
会
副
会
長

　

設
置
さ
れ
た
再
建
委
員
会
は
、
館
山
市
役

所
等
各
関
係
先
を
訪
問
し
現
地
事
情
の
聞
き

取
り
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

学
校
は
一
九
年
十
二
月
に
臨
海
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
田
久
保
体
育
教

諭
�
を
中
心
に
「
二
〇
年
に
仮
設
の
施
設
で

臨
海
教
室
を
行
う
案
」、「
女
子
寮
の
み
を
使

用
し
た
案
」、「
他
校
施
設
を
拝
借
す
る
案
」

な
ど
、
学
校
と
し
て
諸
案
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
は
、
代
�
を
受
け
て
館
山
寮
再
建

資
金
を
募
る
た
め
に
、
一
九
年
十
二
月
に
約

一
万
七
千
通
の
募
金
趣
意
書
を
会
員
に
発
送

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
翌
年
一
月
末
の
募
金

総
額
は
一
千
万
円
を
超
え
ま
し
た
。
現
役
生
、

そ
の
保
護
者
や
他
校
関
係
者
か
ら
も
多
く
の

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
工
期
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
か

朝
陽
会
理
事
会
の
決
議
に
賛
同
し
、「
全
力

で
館
山
寮
男
子
棟
の
再
建
を
支
援
す
る
」
こ

と
を
決
議
し
ま
し
た
。
修
復
の
た
め
の
財
団

へ
の
寄
付
は
百
周
年
記
念
朝
陽
募
金
か
ら
の

支
出
と
し
、
募
金
の
さ
ら
な
る
積
み
増
し
の

呼
び
か
け
を
十
一
月
末
か
ら
開
始
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

 

再
建
委
員
会 

　

こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
一
九
年
十
二
月

朝
陽
会
の
理
４
に
て
、
以
下
の
よ
う
に
再
建

委
員
会
を
設
立
し
、
損
壊
建
物
撤
去
を
含
む

第
一
期
工
事
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

＊
＊
＊

•

再
建
工
事
を
計
画
監
督
す
る
た
め
、
財
団

内
に
委
員
会
を
編
成
。
事
務
局
は
同
窓
会
事

務
局
が
担
当
す
る
。

　

メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
通
り
と
す
る
。

委
員
長　

寺
澤
忠
興
㉒　
　

業
務
執
行
理
事

委
員

　

岩
崎
洋
平
㊳ 

財
団
評
議
員
、一
級
建
築
士

　

鈴
木
仁
志
㊳ 

財
団
評
議
員

　

近
藤
正
昭
㊳ 

火
災
保
険
会
社
勤
務

　

原
田
将
史
㊽ 

一
級
建
築
士

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

奥
村
直
生 

財
団
理
事
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　

田
久
保
裕
之
� 

母
校
体
育
科
教
員
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二
〇
年
十
月
に
は
、
紙
上
開
催
さ
れ
た
代

表
幹
事
会
で
、
新
会
長
に
橋
本
健
一
副
会
長

⓳
（
朝
陽
会
の
代
表
理
事
も
兼
務
）
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
人
事
は
同
年
十
二
月
に

紙
上
開
催
さ
れ
た
二
〇
年
度
同
窓
会
総
会
で

承
認
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
じ
く
十
月
に
は
、
理
３
で
決
議
さ
れ
た

館
山
寮
再
建
を
実
現
す
べ
く
、
書
面
開
催
さ

れ
た
朝
陽
会
理
事
会
に
て
以
下
の
第
二
期
工

事
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
す
ぐ

に
開
催
さ
れ
た
同
窓
会
代
表
幹
事
会
で
も
、

「
二
年
続
け
て
臨
海
教
室
無
し
は
、
臨
海
教

室
の
永
続
的
取
り
止
め
に
つ
な
が
る
恐
れ
あ

り
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
計
画
は
承
認
を

受
け
ま
し
た
。

＊
＊
＊

 

第
二
期
工
事
計
画 

•

工
期

コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分
施
し
た
上
で
の
二
一
年

六
月
工
事
完
成
を
目
指
す
。

•

女
子
棟

　

男
女
同
等
の
施
設
が
望
ま
し
い
と
の
学
校

側
の
希
望
を
い
れ
、
老
朽
化
し
た
女
子
棟
の

再
建
も
考
慮
す
る
。

•

予
算
限
度
額

　

以
下
の
手
持
ち
資
金
の
範
囲
内
と
す
る
。

「
病
に
よ
り
辞
任
し
た
い
」
と
の
申
し
出
が

あ
り
、
同
窓
会
活
動
に
は
更
に
混
乱
・
停
滞

が
生
じ
ま
し
た
が
、
第
一
期
工
事
の
設
計
・

監
理
は
ニ
ジ
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
一
級
建
築
士
事

務
所
に
委
嘱
し
、
施
工
は
相
見
積
も
り
の
結

果
石
井
工
務
店
に
発
注
し
、
二
〇
年
七
月
第

一
期
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。（
男
子
棟
の

解
体
・
撤
去
工
事
は
五
月
の
連
休
後
、
男
子

用
風
呂
・
ト
イ
レ
の
改
修
は
七
月
末
に
そ
れ

ぞ
れ
終
了
。
ま
た
昨
年
漏
水
し
て
修
理
不
能

の
受
水
槽
の
取
替
も
同
時
に
実
施
）

　

な
お
、
こ
の
工
事
費
は
男
子
棟
解
体
・
撤

去
に
五
百
万
円
、
男
子
用
風
呂
・
ト
イ
レ
の

改
修
に
一
千
百
万
円
掛
か
り
ま
し
た
。

　

二
〇
年
八
月
、
山
本
展
也
㉗
、
島
崎
主
税

㉘
の
両
名
か
ら
、
加
藤
建
設
、
三
浦
建
設
、

白
幡
興
業
の
三
社
を
新
た
に
建
設
業
者
候
補

と
し
て
追
加
し
て
は
ど
う
か
と
の
提
案
を
受

け
ま
し
た
。
第
二
期
工
事
を
可
能
な
限
り
廉

価
に
行
う
べ
く
、
ご
自
身
の
伝
手
を
頼
っ
て

業
者
を
探
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
す
。

と
し
て
、
ニ
ジ
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
、
積
水
ハ
ウ

ス
、
住
友
林
業
、
石
井
工
務
店
、
シ
ス
テ
ム

建
設
の
五
社
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
母
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
策
に
併
せ
て
同
窓
会
も
五
月

末
ま
で
事
務
室
閉
鎖
。
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る

在
宅
勤
務
な
ど
で
対
応
に
勤
め
ま
し
た
が
、

総
会
・
代
表
幹
事
会
・
役
員
会
、
な
ど
の
各

会
合
は
す
べ
て
開
催
を
延
ば
す
か
紙
上
開
催

と
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
事
情
で
、
候
補
と
な
っ
た
五
社
か
ら
の
絞

り
込
み
を
含
め
、
第
一
期
工
事
は
遅
延
し
ま

し
た
。

　

二
〇
年
五
月
の
代
�
議
題
は
二
〇
年
度
総

会
に
提
出
す
べ
き
役
員
人
事
・
規
約
改
正
・

予
算
決
算
な
ど
を
含
む
も
の
で
し
た
。
総
会

が
開
催
で
き
な
い
恐
れ
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

「
こ
の
代
表
幹
事
会
の
開
催
を
も
っ
て
総
会

の
代
替
と
し
た
い
」
旨
を
事
務
局
よ
り
提
案

い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
何
分
に
も
代
表
幹
事
会
の
紙
上
開

催
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
採
決
方
法
等
に
不

手
際
が
あ
る
と
の
指
摘
が
出
て
、
代
表
幹
事

会
へ
の
議
案
は
差
戻
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
六
月
に
田
中
会
長
か
ら
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開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
館
山
寮
の
第
二
期
工

事
計
画
は
朝
陽
会
が
責
任
を
持
つ
範
疇
で
あ

る
と
し
て
総
会
で
は
討
議
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

二
一
年
一
月
に
は
、
再
建
委
員
会
を
再
建

実
行
委
員
会
と
し
て
再
編
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
再
建
計
画
立
案
が
最
優
先
と

い
う
こ
と
で
、
委
員
会
の
権
限
や
規
定
が
明

文
化
さ
れ
な
い
ま
ま
運
営
さ
れ
て
き
た
も
の

を
、
文
書
規
定
を
置
い
て
、
よ
り
透
明
な
運

営
に
す
る
た
め
の
再
編
で
す
。

　

明
文
化
さ
れ
た
「
館
山
寮
再
建
実
行
委
員

会
規
程
」
の
主
要
部
分
は
以
下
の
通
り
で
す
。

＊
＊
＊

•

委
員
会
は
代
表
理
事
の
求
め
に
応
じ
て
、

館
山
寮
再
建
計
画
に
関
す
る
設
計
与
条
件
、

工
事
内
容
の
確
定
な
ど
を
検
討
・
立
案
し
、

報
告
す
る
。

•

委
員
会
は
代
表
理
事
の
求
め
が
な
い
場
合

に
お
い
て
も
、
館
山
寮
再
建
計
画
に
関
し
て

重
要
と
判
断
し
た
事
項
に
関
し
、
代
表
理
事

積
依
頼
を
し
ま
し
た
。

•

工
期　
　

二
一
年
六
月
完
成

•

仕
様　
　

 

男
子
棟
再
建
、
女
子
棟
改
築
、

保
健
室
増
築
、

　
　
　
　
　

各
室
二
段
ベ
ッ
ド
仕
様
、

　
　
　
　
　

浄
化
槽
改
修

•

予
算　
　

九
二
百
万
円

•

回
答　
　

十
一
月
末

＊
＊
＊

　

し
か
し
、
三
社
と
も
「
仕
様
が
当
初
と
異

な
る
」
な
ど
の
理
由
で
見
積
書
の
提
出
を
辞

退
。
そ
こ
で
十
二
月
に
男
子
棟
の
み
の
復
元

で
は
ど
う
か
と
見
積
の
再
依
頼
を
白
幡
興
業
、

加
藤
建
設
の
二
社
に
出
し
ま
し
た
が
、
白
幡

興
業
は
人
手
が
足
り
な
い
な
ど
の
理
由
で
見

積
の
提
出
を
辞
退
。
加
藤
建
設
か
ら
は
概
算

見
積
を
受
領
し
ま
し
た
が
、
男
子
棟
・
保
健

室
新
築
、
浄
化
槽
改
修
（
法
令
の
改
正
等
に

よ
り
、
現
浄
化
槽
が
法
令
違
反
と
な
っ
て
い

る
こ
と
へ
の
対
応
）
の
見
積
概
算
は
五
千
百

万
円
、
完
成
は
最
短
で
二
一
年
末
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
学
校
側
に
は
二
一
年
六
月

ま
で
の
完
成
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

ま
し
た
。

　

二
〇
年
度
同
窓
会
総
会
は
一
二
月
に
紙
上

　

保
険
金 

八
、六
五
九
万
円

　

再
建
募
金 

二
、一
四
〇
万
円

　

第
一
期
工
事 

△
一
、六
〇
〇
万
円

　
　

差
し
引
き
計 

九
、二
〇
〇
万
円

•

建
設
会
社

　

見
積
書
を
提
出
し
て
協
力
を
申
し
出
て
い

る
の
は
、加
藤
建
設
、三
浦
建
設
、白
幡
興
業
、

住
友
林
業
、
シ
ス
テ
ム
建
設
、
石
井
工
務
店
、

ニ
ジ
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
、
積
水
ハ
ウ
ス
の
八
社
。

　

こ
の
八
社
の
見
積
書
や
会
社
財
務
状
況
、

過
去
の
建
設
実
績
を
再
建
委
員
会
と
事
務
局

で
検
討
し
た
結
果
、
再
見
積
も
り
を
依
頼
す

る
会
社
を
、
加
藤
建
設
、
白
幡
興
業
、
住
友

林
業
の
三
社
と
す
る
。

•

日
程

　

十
一
月
ま
で
に
建
設
業
者
を
一
社
に
決
定

し
、
二
一
年
一
月
か
ら
工
事
を
開
始
し
六
月

に
は
完
成
を
目
標
と
す
る
。

•

再
建
委
員
会
の
再
編

　

建
設
完
了
ま
で
の
施
工
管
理
は
、
新
た
に

以
下
の
二
人
を
加
え
て
再
建
委
員
会
が
担
当

す
る
。

　

委
員　

湯
山
康
樹
㉕ 

一
級
建
築
士

　

委
員　

富
宇
加
潤
㊽ 

一
級
建
築
士

　

こ
の
決
定
を
受
け
て
、
加
藤
建
設
、
白
幡

興
業
、
住
友
林
業
に
対
し
以
下
の
条
件
で
見
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再
建
委
員
会
の
再
編
と
再
建
案
の
改
定



二
期
工
事
計
画
を
承
認
し
ま
し
た
。

＊
＊
＊

 

第
二
期
工
事
計
画　
（
最
終
案
） 

•

工
事
内
容
：
男
子
棟
及
び
女
子
棟
の
再
建

と
浄
化
槽
の
更
新
を
実
施

　

工
事
は
来
年
一
月
に
着
工
し
、
六
月
末
に

完
成
を
予
定

　

施
工
は
加
藤
建
設
に
発
注
、
設
計
工
事
監

理
は
ニ
ジ
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
に
委
嘱

　

工
事
費
総
額
は
一
一
、一
〇
七
万
円
を
上

限
に
し
、
代
金
は
財
団
の
積
立
金
か
ら
ま
ず

拠
出
。
不
足
分
は
更
な
る
募
金
を
充
当
。

•

男
子
棟
：
全
て
を
新
た
に
建
築
。
7.2
ｍ
×

5.4
ｍ
の
分
棟
型
宿
泊
室
六
室
を
直
列
的
に
配

列
。
こ
れ
に
は
教
員
室
、
Ｏ
Ｂ
室
各
一
室
を

含
み
、
全
室
布
団
敷
を
想
定

•

女
子
棟
：
既
存
女
子
棟
は
シ
ロ
ア
リ
食
害

に
よ
り
、解
体
し
新
た
に
建
築
。4.5
ｍ
×
8.1
ｍ

の
分
棟
型
宿
泊
室
五
室
を
直
列
的
に
配
列
。

こ
れ
に
は
Ｏ
Ｇ
室
一
室
を
含
み
、
全
室
布
団

敷
を
想
定

•

浄
化
槽
：
法
不
適
格
是
正

•

管
理
人
室
改
修
：
台
風
被
害
（
雨
漏
り
）

対
策

•

工
事
日
程

施
工
業
者
と
の
仮
契
約　

二
一
年
十
二
月

本
契
約
と
着
工　
　
　
　

二
二
年
一
月　

お
よ
び
六
月
紙
上
開
催
の
二
一
年
度
同
窓
会

総
会
で
は
会
長
・
幹
事
長
交
代
（
青
柳
正
規

⓯
新
会
長
、
橋
本
健
一
⓳
新
幹
事
長
）
や
館

山
寮
再
建
実
行
委
員
会
の
設
置
、
建
築
設
計

事
務
所
の
選
任
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
承
認
を

受
け
ま
し
た
。

　

同
年
十
月
の
代
�
で
は
以
下
の
工
事
現
況

報
告
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

＊
＊
＊

•

ニ
ジ
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
と
契
約
を
締
結
し
、

設
計
費
六
六
〇
万
円
を
支
払
う
。

•

基
本
設
計
に
つ
い
て
は
学
校
側
の
要
望
も

う
け
建
物
配
置
四
案
を
検
討
中
。
な
お
、
設

計
段
階
か
ら
施
工
業
者
が
施
工
受
託
を
前
提

に
参
画
す
る
こ
と
で
工
期
短
縮
と
コ
ス
ト
削

減
を
図
る
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
に
準
じ
た
設
計
方
式

を
採
用
す
る
。

•

五
社
に
対
し
設
計
段
階
で
の
技
術
協
力
見

積
書
の
提
出
を
依
頼
。
回
答
の
あ
っ
た
加
藤

建
設
、
白
幡
興
業
、
石
井
工
務
店
の
三
社
の

中
か
ら
、
見
積
額
・
建
築
実
績
・
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
へ
の
対
応
の
観
点
か
ら
地
元
の
加

藤
建
設
（
南
房
総
市
）
を
選
定
。
技
術
協
力

費
用
は
約
三
十
万
円
。

＊
＊
＊

　

朝
陽
会
は
、
十
一
月
の
理
４
で
左
記
の
第

に
提
案
、
対
処
策
の
立
案
・
報
告
を
可
能
と

す
る
。

•
委
員
の
選
定
方
法
を
明
示
す
る
。

＊
＊
＊

　

委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
、
新
た
に
同
窓
会
副

会
長
二
名
を
加
え
、
以
下
の
通
り
と
し
ま
し

た
（
留
任
は
再
建
委
員
会
か
ら
継
続
）。

•

委
員
長　

髙
橋
寛
㉜ 

副
会
長

•

委
員　
　

柴
田
真
樹
⓲ 
副
会
長

　
　
　
　
　

湯
山
康
樹
㉕　
（
留
任
）

　
　
　
　
　

鈴
木
仁
志
㊳　
（
留
任
）

　
　
　
　
　

岩
崎
洋
平
㊳　
（
留
任
）

　
　
　
　
　

駒
形
昭
子
㊸ 

朝
陽
水
泳
会

　
　
　
　
　

富
宇
加
潤
㊽　
（
留
任
）

　

再
建
実
行
委
員
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か

リ
モ
ー
ト
会
議
を
毎
週
の
よ
う
に
行
う
な
ど

精
力
的
に
活
動
を
続
け
、
二
一
年
五
月
に
は
、

再
建
工
事
の
障
害
と
な
る
既
存
不
適
格
部
分

（
浄
化
槽
を
指
し
ま
す
）
の
解
決
を
図
る
た

め
、
社
会
的
信
用
が
あ
り
実
績
の
あ
る
四
社

に
設
計
委
託
料
の
見
積
も
り
を
依
頼
し
、
最

低
価
格
を
提
示
し
た
ニ
ジ
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
一

級
建
築
士
事
務
所
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

二
一
年
五
月
に
書
面
開
催
さ
れ
た
代
�
、
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合
計 

一
〇
、三
〇
八
万
円

　

不
足
分
は
二
二
年
一
月
に
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
を
発
行
し
、
再
建
募
金
を
募
り
充
当
。

　

工
事
代
金
の
支
払
予
定
期
日
で
あ
る
二
二

年
六
月
段
階
で
再
建
募
金
が
目
標
額
に
到
達

し
な
か
っ
た
場
合
は
、
百
周
年
記
念
募
金
の

内
、
将
来
の
館
山
寮
維
持
管
理
の
た
め
の
資

金
か
ら
支
出
。

＊
＊
＊

　

こ
の
計
画
は
、
十
二
月
の
代
�
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
二
二
年
二
月
の
代
�
に
は
、
第

二
期
工
事
の
一
月
末
に
お
け
る
以
下
の
最
新

状
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

＊
＊
＊

•

日
程
（
い
ず
れ
も
二
二
年
）

　

加
藤
建
設
と
の
契
約 

一
月
二
十
日

　

女
子
棟
解
体
開
始 

一
月
二
十
日

　

男
子
棟
完
成
予
定 

六
月
中
旬

　

女
子
棟
完
成
予
定 

六
月
下
旬

　

浄
化
槽
完
成
予
定 

六
月
下
旬

　

完
了
検
査
終
了 

六
月
末
日

　

引
渡
し 

七
月
上
旬　

•

工
事
費
：
配
線
工
事
に
見
積
り
漏
れ
が
あ

り
、
十
二
月
の
代
表
幹
事
会
で
の
見
積
額
よ

り
九
八
万
円
増
加
。
概
算
見
積
も
り
は
別
表

の
通
り
。

工
事
完
了　
　
　
　
　
　

二
二
年
六
月　

•

施
工
業
者
選
定

　

既
に
技
術
協
力
者
と
し
て
委
嘱
済
み
の
加

藤
建
設
を
指
名
。
選
択
理
由
は
以
下
の
通
り
。

　

☆
同
等
規
模
の
木
造
建
築
を
多
数
建
設
す

る
な
ど
建
設
実
績
豊
富

　

☆
建
材
の
確
保
な
ど
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
へ

の
対
応
力
を
評
価

　

☆
第
二
期
工
事
に
も
意
欲
を
提
示

　

☆
基
本
部
分
の
工
事
費
概
算
見
積
額
が
妥

当
な
範
囲
で
、
当
方
の
予
算
額
と
合
致

•

工
事
監
理
・
結
果
検
収

　

基
本
設
計
を
依
頼
し
た
ニ
ジ
ア
ー
キ
テ
ク

ツ
に
委
嘱

•
工
事
費
お
よ
び
関
連
費
用

　

昨
年
十
月
時
点
で
の
見
積
も
り
に
対
し
、

一
、
九
〇
七
万
円
の
増
加
。
要
因
は
浄
化
槽

更
新
約
二
千
万
円
と
カ
ー
テ
ン
、
空
調
機
等

什
器
備
品
の
購
入
な
ど
の
初
期
費
用
三
百
万

円
の
追
加
。
な
お
女
子
棟
を
改
築
か
ら
解
体

新
築
に
替
え
た
こ
と
を
含
め
て
も
建
築
の
費

用
は
前
回
予
算
内
。

•

資
金
手
当

　

工
事
費
は
、
財
団
手
持
資
金
か
ら
支
出

　

二
一
年
十
月
末
の
手
持
資
金

　

保
険
金 

八
、六
六
〇
万
円

　

建
募
金
既
応
募 

三
、二
四
八
万
円

　

第
一
期
工
事
代
金 

△
一
、六
〇
〇
万
円
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会
役
員
・
財
団
役
員
の
方
々
、
支
援
頂
い
た

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
、
朝
陽
水
泳
会
の

方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
年
発
行
の
朝
陽
七
二
号
で
は
、
完
成
し

た
建
物
の
詳
細
や
、
完
成
ま
で
の
経
緯
に
つ

い
て
よ
り
詳
し
く
報
告
で
き
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
財
団
法
人
朝
陽
会
事
務
局
）

　

当
初
は
二
〇
年
六
月
完
成
を
目
指
し
た
館

山
寮
再
建
工
事
で
す
が
、
結
局
二
年
遅
れ
の

二
二
年
六
月
と
な
る
見
込
み
で
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
の
拡
大
影
響
を
受
け
て
諸
事
の

進
行
に
大
き
な
遅
れ
が
出
ま
し
た
。

　

学
校
や
事
務
局
が
閉
鎖
と
な
っ
た
り
、
総

会
や
代
表
幹
事
会
が
書
面
開
催
に
な
る
な
ど
、

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
大
き
な
環
境

の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
異
な
る
ビ
ジ
ネ
ス

エ
リ
ア
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
々
が

メ
ー
ル
や
テ
レ
ビ
会
議
で
一
億
円
を
超
す
再

建
工
事
に
関
し
て
計
画
、
立
案
、
審
議
、
調

査
、
検
討
等
々
を
実
行
す
る
の
は
大
変
な
こ

と
で
し
た
。

　

何
と
か
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
き
た
の
は
、

同
窓
会
員
の
館
山
寮
に
対
す
る
熱
い
思
い
で

し
た
。
同
窓
会
員
だ
か
ら
こ
そ
、
一
時
的
な

行
き
違
い
も
乗
り
越
え
、
お
互
い
に
理
解
し

あ
え
て
先
に
進
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

改
め
て
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
支
持
に
感
謝
申
し
上
げ
、
同
時
に
毎
週
テ

レ
ビ
会
議
で
再
建
計
画
を
作
り
上
げ
て
頂
い

た
館
山
寮
再
建
実
行
委
員
会
の
方
々
、
あ
る

い
は
計
画
実
行
に
ご
協
力
頂
い
た
朝
陽
同
窓
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工事関係 9,943 男子棟建築 4,572
女子棟解体・建築 3,774
浄化槽更新 1,355
管理人室修復 207
その他工事 35

設計・監理関係 960 設計費 660
監理費 300

初期費用 300
数字単位はすべて万円

計 11,203

館山寮第₂期工事概算見積

22 年２月地鎮祭、設計担当のニジアーキ
テクツ、施工会社の加藤建設、朝陽水泳会、
朝陽会の各代表が参列

22 年４月の男子棟建築状況

　
　
ま
と
め
と
御
礼


